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第３次山形県循環型社会形成推進計画（案）についての意見募集（パブリック・コメント）の結果 

 

１ 意見の募集期間 令和３年２月３日（水）～ 令和３年２月 23日（火） 

 

２ 提出された意見の件数 ９件（意見者数２人） 

 

３ 提出された意見の概要及び意見に対する県の考え方 

番号 意見の概要 県の考え方 

１ 【施策とＳＤＧｓの関係性（p39～）】 

第５章以降でＳＤＧｓと施策ごとの関係

性を示したことは斬新な試みで評価でき

る。 

 

今後の具体的な施策展開にあたっても、

ＳＤＧｓとの関係を明記するように努め、

県民の意識向上による施策効果の拡大を図

ってまいります。 

２ 【産業廃棄物最終処分場の残余年数（p53）】 

「産業廃棄物最終処分場の残余年数が

2018 年度で 13.0 年」とあるが、2020 年３

月の常任委員会で県の担当者が「18 年度末

時点で残余容量は合計 350 万㎥で、現在の

ペースでいけば残余年数は 11.7年」と答弁

しており、整合性はどうなっているか。 

 

 

精査の結果、11.7 年が正しく、修正しま

した。 

３ 【評価指標】 

評価指標が概ね 2018年度実績だが、もっ

と新しいデータはないのか。 

 

 

確定した最新年度の数値を掲載していま

す。 

４ 【集団回収量の推移（p6）】 

「一般廃棄物の目標未達成の原因に度々

「集団回収量の減少」が記載されているが、

そのデータがあれば良いと思う。 

 

 

 集団回収量の推移を資料編に掲載しまし

た。 

５ 【目標未達成項目のコメント（p）】 

【事業者の取組に関する目標】において、

目標未達成項目（発生抑制、循環的利用、３

Ｒに係る人材育成）についてもコメントし

てほしい。 

 

 

 「多量排出事業者数」「一般廃棄物処分業

者による再資源化量」「農業用廃プラスチッ

クのリサイクル率」「製造業等におけるリサ

イクル率」「リサイクルシステム認証制度の

認証数」「環境保全型農業実施農家の割合」

についてコメントを追記しました。 

 

６ 【基本的数値目標の設定（p34）】 

「1人 1日当たりのごみ（一般廃棄物）の

排出量」の目標値について、国の目標値と整

合させているようだが、基本目標「全国一ご

みの少ない県」を目指しているのだから国

と同じ目標は相応しくないと思う。 

 

 

 2018（平成 30）年度の全国一ごみの少な

い県である長野県の実績値 817ｇを踏まえ、

目標値を 810ｇに修正しました。 

７ 【基本的数値目標の数値（p6）】 

「事業系ごみ（一般廃棄物）の排出量」の

目標値について、文中の数値と表の数値の

整合が取れていない。 

 

87千トンが正しく、修正しました。 

資料５ 
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番号 意見の概要 県の考え方 

８ 【家庭系食品ロス発生量の中間目標（p36）】 

「家庭系食品ロス発生量（県独自試算）」

の中間目標は何故示さないのか分からな

い。国に準じる必要はないと思う。 

 

 

中間目標 20千トンを設定しました。 

 

９ 【計画の見直し（p62）】 

「本計画策定時に想定されなかった新た

な課題や・・・見直しを行います。」とある

が、中間目標をクリアできなかったり、目標

が達成困難となったりした状況も含んでい

るのか明確にした方が良いと思う。 

 

計画の見直しについては、新たな課題や

社会経済情勢の大きな変化があった場合を

想定していますが、その他のさまざまな状

況の変化も含めた総合的な判断により実施

してまいります。 

 

 

 


